
 

伝統技能で施工される小舞壁を有する土壁の湿気コンダクタンス評価 
その２ 土壁の透湿性評価 
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1.はじめに 

 本報では、複合材料の等価湿気伝導率である湿気コン

ダクタンス測定の経過と測定結果の考察を報告する。本

報では湿気コンダクタンスを湿気伝導率と表記した。   

2.透湿量測定  

 JIS1)測定法では試験体の透湿量増加が 0.1~1.0g の範

囲となる間隔で重量測定を行うと記されている。透湿量

の数値解析結果 2)から測定間隔を 24 時間とした。恒温恒

湿槽(especCRH-220)にカップを設置直後 2 週間は温湿

度を一定に保つため重量測定を行わなかった。2 週間後

から毎日 14:00 に測定を行った。JIS1)に従い、連続した

5 測定のカップ重量変化量(g/h)の値が 5%以内で一定と

なった時、定常状態とみなし評価を行った。 

ドライカップ法は 10 月 19 日に実験開始、試験体 1-1, 

5-1 は 11 月 27 日～12 月 1 日、試験体 6-1 は 11 月 25 日

～29 日に定常状態を確認した。ドライカップ法の定常状

態を確認した期間の暴露空気温湿度分布を図 1、2 に示

す。温湿度計は 10 分間隔で、14:00～15:00 のデータは、

重量測定時の恒温恒湿槽の開閉に伴い温湿度に大きな乱

れが見られたため除いた。恒温恒湿槽内は温度 23℃±

0.5 度、相対湿度 50％±5％で調整されている。図 5 に

定常状態を確認した各試験体の重量変化量を示す。 

ウェットカップ法は 10 月 20 日に実験開始、試験体

1-4, 6-4 は 12 月 21 日～12 月 24 日、試験体 5-4 は 12

月 23 日～12 月 26 日に定常状態を確認した。ウェット

カップ法の定常状態を確認した期間の暴露空気温湿度分

布を図 3、4 に示す。恒温恒湿槽内は温度 23℃±0.5 度、

相対湿度 50％±5％で調整されている。図 6 に定常状態

を確認した各試験体の重量変化量を示す。 

3.土壁の湿気伝導率 

 湿気伝導率の算出方法を式１に示す。式中資料厚さと

表記したものがその１で求めた試験体の平均厚さである 

 平均相対湿度 25%の土壁の湿気伝導率をドライカッ

プ法で測定した透湿量より求めた。透湿量は定常状態を

確認した 5 点の変化量から最小二乗法で算出した。湿気

伝導率の算出結果と使用した値を表 1に示す。試験体 5-1

の湿気伝導率は3測定の中央値から5％以上離れている。

試料内平均相対湿度 25%の土壁湿気伝導率の値は試験

体 1-1, 6-1 の平均値から 2.85×10-11[kg/m s Pa]を得た。 

試料内平均相対湿度 63%の土壁の湿気伝導率をウェ

ットカップ法で測定した透湿量より求めた。実験後半に

カップ内に投入した飽和塩の上澄み液が図 7 に示すよう

に、一部 3mm を切りカップ内の相対湿度が一定を保証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 ドライカップ法 変化量の推移 

図 2 ドライカップ 暴露空気湿度分布 

図 1 ドライカップ 暴露空気温度分布 

図 6 ウェットカップ法 変化量の推移 

図 4 ウェットカップ 暴露空気湿度分布 

図 3 ウェットカップ 暴露空気温度分布 



できなくなった。連続した 4 点の変化量の測定値が 5%

以内で一定となった部分で定常状態の確認を行い、最小

二乗法で透湿量を算出した。湿気伝導率の算出結果と使

用した値を表 2に示す。試験体3体のうち中央値から 5％

以上離れた試験体 6-4 を除き、試験体 1-4, 5-4 の湿気伝

平均値である 2.56×10-11[kg/m s Pa]を参考値として得た。 

4.小舞壁の湿気伝導率に関する考察 

非透湿材の竹小舞を有する土壁の湿気伝導率は、予測

に反し中塗り土のみの湿気伝導率 3)より大きな値で得ら

れた。中塗り土物性値測定の試験体は水平方向に土の層

を鏝で重ねて密に作製された。竹小舞を有する土壁は垂

直方向に鏝仕上げをして作製されている。図 8 の断面写

真に示すように小舞竹と中塗り土との間に空隙が存在す

る。試験体透湿部内の空隙の影響により湿気伝導率の値

が大きく出たと考えられる。試験体の含有空気量がいく

らであれば、今回算出した湿気伝導率の値になるか推定

した。各試験体の含有空気量予測値を表 3 から 5 に示す。

空気含有量は容積比で各試験体 7％前後となった。この

空気含有量と中塗り土の密度で試験体重量を算定した結

果を表 6 に示す。試験体 1-1、6-1 の重量誤差は 7％程度

なので、小舞壁周囲の空隙が土壁の湿気伝導率を中塗り

土単体の 1.24×10-11[㎏/m2sPa]の約 2 倍の吸放湿性をも

たらしたと考察できる。一方試験体 5-1 の湿気伝導率は

測定結果中もっとも小さい値であったことから、含有空

気量は表 4 に示すように最も少ない。試験体 5-1 の体積

は 1-1，6-1 と差が無く、重量が 80g ほど軽い。空気の

含有量が多い結果となるべきだが、空気含有量が最小の

矛盾した結果となっている。試験体 5-1 が他と試験体と

比べ、小舞壁仕立てに使用した藁縄の繋ぎを多く含んで

いたことから、重量が最小になったと考えられ、土壁の

吸放湿性(大きな湿気伝導率）が小舞壁周囲の空隙内空気

でもたらされたと判断できよう。 

5.まとめ 

平 均 相 対 湿 度 25% の 土 壁 湿 気 伝 導 率 の 値

2.85×10-11[kg/m s Pa]を得た。 

参考値ながら平均相対湿度 63%の土壁湿気伝導率の

値 2.56×10-11[kg/m s Pa]を得た。 

竹小舞を有する土壁が中塗り土単体の土壁の大略 2 倍

の湿気伝導率となる事を示した。 

竹小舞周囲に発生する空隙内空気が竹小舞を有する土

壁の吸放湿性を高めている可能性を示した。 
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